
様々な主体が策定したＧＡＰ

目的

ＧＡＰの
推進主体

対象
品目

項目数
（概算）

適合性
確認の
仕方

食品安全 環境保全 労働安全

そ
の
他農薬 肥料

重金
属

病原性
微生物

化学
物質

異物
その
他

水の
保全

土壌
の
保全

廃棄物
処理
・利用

エネル
ギーの
節減

生物の
多様性

そ
の
他

作業者
の安全

従業員
の福祉

施設
農林水産省

施設
野菜

約２０ 5 3 1 2 - - 7 - 1 1 3 - - 1 - 1 自己点検

栃木県 いちご 約５０ 33 5 2 3 - - 23 1 1 2 1 - - 6 - 4 自己点検

鹿児島県 青果物 約６０ 7 3 1 5 1 5 28 - 1 1 - - - 3 - 28
第３者
認証

日本生活協同
組合連合会

青果物 約３２０ 40 12 4 2 5 8 33 2 4 20 - - - 5 1 90 ２者点検

日本ＧＡＰ協会 青果物 約１３０ 39 13 5 10 11 10 17 5 5 3 1 3 4 12 7 13
第３者
認証

欧州小売業
組合

青果物 約２００ 67 23 4 6 6 7 67 6 4 13 1 6 1 22 7 22
第３者
認証

（注1)１つの項目に２つ以上の内容が含まれているものについては、それぞれの内容毎に数を積み上げている。（※項目数(概算)とは一致しない。）

（注2）項目数について各ＧＡＰで取組内容が異なっている場合がある。

ＧＡＰの
推進主体

特徴的な取組

農林水産省 ・基礎的な項目に絞っている。

（各ＧＡＰの特徴）

栃木県
・食品安全分野において、農薬の適正使用に係る項目を中心に設定。
・その他の分野において、いちごの品質向上に係る項目を独自に設定（例：受粉用のミツバチの適正管理 等）

鹿児島県 ・その他の分野において、販売管理に関する項目を設定。

日本生活協同
組合連合会

・その他の分野において、販売管理に関する項目を詳細に設定。

（農林水産省調べ）

組合連合会

日本ＧＡＰ協会
・ＥＵＲＥＰＧＡＰとの同等性認証を取得。
・食品安全分野において、ＥＵＲＥＰＧＡＰでは設定していない農薬の飛散防止（ドリフト対策）等の項目を設定。

欧州小売業組合 ・労働安全分野において、作業者の安全のみならず従業員の福祉に関する項目を設定。




